
土木施設は公益性が高く、多くは社会資本に分類されます。地震災害時には、施設の復旧費用に加え、利用者の生

命や財産、施設が利用できないことによる社会的影響など、被害は広範に及びます。このため、民間資本に比べ、高

い安全性が必要になります。しかし、闇雲に耐震性能レベルを上げることもできません。利用者、あるいは納税者が

納得できる説明が必要です。地震リスクは、利用者や納税者の視線で、耐震性能レベルを示すことができます。

高速道路システムのリスク評価高速道路システムのリスク評価例例
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施設概要施設概要 80基のRC橋脚からなる直列システム
（実在の高速道路のランプ間）
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各橋脚のイベントツリー各橋脚のイベントツリー
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設計図書（補強前後）および被災事例を用い、
評価したフラジリティカーブを使用

リスク評価結果リスク評価結果
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地震ロス関数（物的損失）地震ロス関数（物的損失）

地震ロス関数（機能停止）地震ロス関数（機能停止）
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土木施設の地震リスク評価土木施設の地震リスク評価

土木施設の耐震性能レベルをわかりやすく提供
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全橋脚
同じに設定



農業水利システムのリスク評価農業水利システムのリスク評価例例
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年損率：0.000856
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